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

キヤノン株式会社
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

キヤノンの販売組織とEmerging Markets Business Unit
97の国と地域/16.2億人の市場を5つの地域販売会社を通じてカバー

Canon 
Europe

EU18 + 
Russia

EMBU

Central & Eastern 
Europe (25)

Eurasia (2)

Middle East (12)

South Africa (10)

Central & North 
Africa (48)

Canon Nigeria



アフリカ進出の背景
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アフリカ進出にあたっての課題

Low disposable income
低い可処分所得

High import duties
高関税

Heavy parallel trade
非正規ルートでの販売

Currency risks
為替リスク

Political instability
政情不安

India
Switzerland

Japan

UK

Italy

China

Spain

USA

France

Germany

Mexico

Unorganised channels
販売チャネルの未整備

広大な大陸





市場規模と成長性

•アフリカ最大のGDPと人口

•60％超の25歳未満構成比

低いブランド認知度と

市場シェア
魅力的な既存市場

ナイジェリア進出の背景
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Nollywood

?

世界3位の映画生産

世界最大市場

写真文化の定着





B2C Market Size Idea (可処分所得層別世帯数)
Source: Oxford Economics 2016 Estimation

投影のみ





ナイジェリア主要都市における消費支出
Source: Oxford Economics

投影のみ





思いのほか進んでいるEコマース Konga.com & Jumia.com.ng



Project Miraisha





キヤノンのアフリカにおけるCSR活動 – Project Miraisha -
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キヤノンのイメージング製品とビジネスにおける経験を活用して、地域に密着しながらプロフォトグラ
ファー、ビデオグラファー、サービスマンの養成やコピーショップの起業等をサポートし、雇用創出と
地域経済の発展、イメージング文化の醸成に貢献する。
view

Miraisha Programme




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ビデオ



ナイジェリアに

おける活動





現地法人設立
2016年10月7日 ラゴスにてプレス・チャネルパートナーを招いて、ナイジェリア市場への本格的な進出と
現地法人設立をアナウンスするイベントを実施した。

プレスイベント パートナーディナー
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Total number of 

Broadcasted 

News

40
Total number of 

Published News 

till date (20 Oct)

10,515,311
Total 

impressions 

made on Twitter

1,381,611
Total 

impressions 

made on 

Instagram

525,924
Total 

impressions 

made on 

Facebook

350
Gala Dinner 

attendees

31
Media 

attendees





イベントや展示会に積極的に参加・出展

Lagos Photo Festival

キーイベントにおいてMiraishaプロジェクトによる各種ワークショップを開催

Lagos International Trade Fairに初出展し、ブランド認知度の向上を図る





Project Miraisha

ナイジェリアにおける今後の展望

販売チャネルの整備とサポート サービス・修理体制の確立

ロジスティクス網の整備 ブランドとマーケティングへの投資

現地リソースの活用



ご清聴ありがとうございました。


